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9：30～ 式　典
 ●社会福祉功労者表彰
 ●福祉に関する作文発表

11：00～   記念講演（12：30終了予定）

喜多方市社会福祉大会第11回

喜多方市・喜多方市社会福祉協議会主 催

お問合せ先 第11回喜多方市社会福祉大会実行委員会事務局
（喜多方市社会福祉協議会内）
喜多方市字上江3646番地1　TEL.0241-23-3231

社会福祉大会はどなたでも参加できます。
お誘いあわせの上、ご来場ください。（入場無料）
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講演
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ところ

内 容

《講師》   広瀬　久美子 氏
　　　  元ＮＨＫアナウンサー、エッセイスト

ひろ　 せ く　　 み　　こ

平成27年11月18日㈬
喜多方市総合福祉センター
　　　　　　　　多目的ホール

今、やさしさの時代

社会福祉関係者をはじめ広く市民の皆様が一堂に会し
「ふれあいと喜び多いまちづくり」を推進していくことを誓い、

あわせて社会福祉の発展に功績のあった方々を顕彰し感謝の意を表します。



平成２７年度
赤い羽根共同募金運動に
ご協力お願いします！

 　

今
年
も
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運

動
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

共
同
募
金
運
動
の
初
日
と
な
っ
た

10
月
１
日
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
し

て
、
市
内
ス
ー
パ
ー
４
店
舗
（
ヨ
ー

ク
ベ
ニ
マ
ル
喜
多
方
店
、
コ
ー
プ
あ

い
づ
ひ
が
し
店
、
リ
オ
ン
ド
ー
ル
喜

多
方
西
店
、
コ
ー
プ
あ
い
づ
塩
川
店
）

に
お
い
て
、
高
校
生
や
児
童
、
ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
な
ど
、
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と

街
頭
募
金
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

あ
た
た
か
い
募
金
を
し
て
く
だ
さ

っ
た
市
民
の
皆
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

地
域
で
の
支
え
合
い
の
た
め
、
赤

い
羽
根
共
同
募
金
は
、
毎
年
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
10
月

か
ら
12
月
末
ま
で
実
施
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
今
年
も
皆
さ
ま
の
「
お
も

い
や
り
」
や
「
や
さ
し
さ
」
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

市内スーパーでの街頭募金活動
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○共同募金って？
　共同募金は社会福祉法に基づいた「自分の住むまちの地域福祉の充実」のための募金です。
　毎年、厚生労働大臣が定める期間（10月１日～12月31日）に全国一斉に行われますが、募金はその地域のために使われ
る「自分のまちをよくするしくみ」です。また、集められた募金の一部は大規模な災害が起こった際の備えとして積み立
てています。この積み立ては、大規模災害が起こった際に、災害ボランティア活動支援など、被災地を応援するために使
われています。12月から始まる歳末たすけあい募金についても、共同募金運動の一環で、新たな年を迎える時期に支援を
必要とする人たちが、地域で安心して暮せるよう、皆様のやさしさを届ける募金です。

○目標額って？
　共同募金は法律により、事前に「その地域で行われる福祉活動に必要な額」を基に、使い道や集める額（目標額）を定
めることを義務づけられている募金です。「その年に、その地域で必要な額」が目標額となります。なお、目標額はあくま
でも目安ですので、共同募金の趣旨をご理解いただき、ご協力いただきますようお願いいたします。

○募金はどんなことに使われているの？
　　皆さまからお寄せいただいた募金は、例えば下記事業に役立てられています。

赤い羽根共同募金運動は
皆さんのやさしさを地域で分け合う運動です

平成27年度
喜多方市の目標額

共　同　募　金
歳末たすけあい

8,440,000円
4,653,000円

　

共
同
募
金
運
動
は
戦
後
の
厳
し
い

生
活
の
中
で
、
み
ん
な
で
支
え
あ
っ

て
生
き
よ
う
と
す
る
気
持
ち
か
ら
、

昭
和
22
年
に
市
民
が
主
体
の
取
り
組

み
と
し
て
始
ま
り
、
今
年
で
69
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　

現
在
に
お
い
て
も
そ
の
主
旨
は
変

わ
る
こ
と
な
く
、
日
々
変
化
し
て
い

く
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
に
お
い

て
、
新
た
な
地
域
福
祉
の
課
題
の
解

決
や
ニ
ー
ズ
に
取
り
組
む
民
間
団

体
、
福
祉
団
体
な
ど
を
支
援
す
る
仕

組
み
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　

毎
年
、
10
月
１
日
よ
り
12
月
31
日

ま
で
の
３
ヶ
月
間
に
渡
り
募
金
運
動

を
行
っ
て
お
り
、
12
月
１
日
か
ら
は

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
の
一
環
と

し
て
「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
が

展
開
さ
れ
ま
す
。
こ
の
募
金
は
要
援

護
世
帯
等
へ
見
舞
金
や
お
せ
ち
料
理

配
食
事
業
等
と
し
て
役
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

例
え
小
さ
な
善
意
で
も
多
く
の
方

の
ご
協
力
が
と
て
も
大
き
な
力
と
な

り
ま
す
の
で
、互
い
に
助
け
合
う
ま
ち

づ
く
り
に
ご
賛
同
頂
き
ま
す
よ
う
、

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

福
島
県
共
同
募
金
会
喜
多
方
市
支
会

喜
多
方
市
社
会
福
祉
協
議
会

地域の福祉のために
・民生児童委員連合会や老人クラブ連合会、身体障がい者福祉会などの福祉団体の支援に
・傾聴ボランティアや除雪ボランティア等各種ボランティアのために

高齢者のために
・高齢者のいきがい支援としていきいきサロンの推進に

児童・青少年のために
　・おもちゃ図書館の運営や子育て支援に
　・児童・生徒のボランティア活動推進や高校生のボランティア体験等に

歳末たすけあい
・生活困難世帯、在宅長期療養者などへのお見舞金、おせち料理配食事業、その他の福祉活動に

その他、地域の福祉向上のために「赤い羽根共同募金」は活かされています。

募金がどのように役立てられている
か、ホームページ赤い羽根データ
ベース「はねっと」にてご覧いただ
けます。

http://www.akaihane.or.jp

「共同募金」には税法上の優遇措置があります！
法人のご寄付	 全額損金算入できます
個人のご寄付	 ２千円を超えた金額が所得税・住民税の控除となります
	 ※確定申告の際、本会の領収書を添付して下さい
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和やかに開催 復興支援芋煮会和やかに開催 復興支援芋煮会
　喜多方市赤十字奉仕団は災害時に備え、炊き出し訓練を
兼ねた芋煮会に市内『ふれあいの家』通所者を招待し、交
流会を毎年行っております。震災以降は復興支援事業とし、
会津若松市内の仮設住宅や市内『そうそう絆サロン』の方々
も招待しています。
　新米のおにぎりやおいしい芋汁、そしてりんごやぶどうな
どをおいしくいただき、久しぶりの再会を喜び、近況報告な
どをして、笑顔で楽しい一時を過ごされました。

夢の森デイ利用者大運動会夢の森デイ利用者大運動会
　９月２８日から１０月２日までデイサービスで『大
運動会』を実施しました。
　今年は、風船リレー・玉入れ・パン食い競争
の３種類を通常の競技とちょっぴり変わった形で
競技をしました。
　ひとつひとつ競技が始まっていく中で、皆さん
の競技する前の緊張した顔が、競技が始まると笑
顔になっていました。
「来年と言わずまたやってくなんしょな！」と楽し
みにしている様子でした。

ボランティア活動紹介ボランティア活動紹介
　『すみれ会』の会員の皆さんが塩川デイサービ
スセンターへボランティア活動に来てくださいまし
た。
　屋内外の窓ふきや草むしりをしていただき、澄
みきった秋空よりも綺麗になり、とても心地よく
なりました。

高校生パワーが全開！しゃくなげホームボランティア高校生パワーが全開！しゃくなげホームボランティア
　福島県立耶麻農業高等学校の生徒会の皆さん
は、毎年しゃくなげホームへ環境整備のボランティ
アにきてくださいます。
　建物まわりの除草や整備のほか、デイルームや
居住棟もすみずみまでお掃除してもらい、施設が
ピカピカになりました。
　今年は少し肌寒い日でしたが、生徒たちは元気
に丁寧に奉仕作業に取り組んでいて、とても感動
しました。来年もまた来てね！

喜多方
地区

熱塩加納
地区

山都
地区

塩川
地区
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　喜多方市社会福祉協議会は、日本赤十字社福島県支部からの
補助により、赤十字救援車を配備しました。
　この救援車は、今後、災害時の救援活動のほか、地域福祉の
推進に役立てて参ります。

赤十字救援車を配備しました赤十字救援車を配備しました

デイサービス敬老会のボランティアデイサービス敬老会のボランティア
　９月21日から２５日の５日間、かたくり荘のデイ
サービスで敬老会が行われました。ボランティア
の方々が慰問に訪れ、踊りを披露したり歌を一緒
に歌ったりしていただきました。
　なかには町の敬老会を思いだし「ここ何年も
行ってないね」「とても良かった」との声も多く、
皆さん満足のご様子でした。ボランティアの皆さ
ま、シルバーウイークの忙しいところ本当にあり
がとうございました。

「児童館まつり」大盛況！！「児童館まつり」大盛況！！
　毎年恒例の「児童館まつり」が９月２０日に喜多
方プラザ文化センターで開催されました。
　『プラザはでっかいおもちゃ箱』をテーマに、
会場には児童厚生員が企画した趣向を凝らした遊
びのコーナーが繰り広げられ、訪れた子どもたち
を楽しませていました。
　また、保護者会の皆さんが出店した模擬店や
児童館の子どもたちがこの日のために練習した一
輪車によるショーも会場を盛り上げ、大勢の家族
連れで賑わいました。

高郷
地区

喜多方
地区

ひとり暮らし高齢者バス旅行ひとり暮らし高齢者バス旅行
　塩川支所では、ひとり暮らし高齢者外出支援事業として、毎年
「日帰りお楽しみ会」を実施しております。
　木々の葉も赤や黄色に彩り秋の始まりが感じられる中、福島市
の土湯温泉で日帰り入浴や昼食を楽しみ、皆さんの会話も弾んで
いました。
　フルーツライン沿いの果樹園では、自分たちが選んだ赤く美味
しそうなリンゴを、その場でもいでいただき、買い求めていました。

塩川
地区

かたくり荘の避難訓練と消火訓練かたくり荘の避難訓練と消火訓練
　１０月８日、高郷デイサービスセンターで避難訓練を実施いたし
ました。この日は台風の影響による風雨のため、館内での避難誘
導のあと、喜多方消防署山都分署長から火災予防に関する講話を
いただきました。また、屋外では職員が消火訓練にとり組みました。

高郷
地区
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賛助会員にご加入いただき賛助会員にご加入いただき あ り が と う ご ざ い ま すあ り が と う ご ざ い ま す
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式
会
社
コ
ク
ピ
ッ
ト
１
２
１

株
式
会
社
小
滝
建
設

株
式
会
社
栄
町
オ
サ
ダ

株
式
会
社
相
模

株
式
会
社
鈴
木
総
業

株
式
会
社
高
橋
建
設

株
式
会
社
津
田
生
コ
ン

株
式
会
社
同
仁
社
会
津
営
業
所

株
式
会
社
東
邦
銀
行
喜
多
方
支
店

株
式
会
社
戸
田
商
店

株
式
会
社
ト
レ
ビ

株
式
会
社
ノ
ー
リ
ン

株
式
会
社
ハ
ッ
ピ
ー
ケ
ア
会
津
支
店

株
式
会
社
坂
内

株
式
会
社
福
島
銀
行
喜
多
方
支
店

株
式
会
社
ホ
ン
ダ
プ
リ
モ
き
た
か
た

株
式
会
社
メ
フ
ォ
ス

喜
多
方
観
光
バ
ス
株
式
会
社

喜
多
方
ガ
ス
供
給
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

喜
多
方
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル

喜
多
方
交
通
株
式
会
社

喜
多
方
シ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム
株
式
会
社

喜
多
方
自
動
車
教
習
所

喜
多
方
市
ふ
る
さ
と
振
興
株
式
会
社

喜
多
方
市
役
所
課
長
会

喜
多
方
市
役
所
部
長
会

喜
多
方
ブ
ル
自
工
株
式
会
社

源
来
軒

高
遠
工
業
株
式
会
社
喜
多
方
工
場
職
員
一
同

笹
屋
旅
館

株
式
会
社
佐
藤
製
綿

参
恵
工
業
株
式
会
社

社
会
福
祉
法
人
天
心
会

身
体
障
が
い
者
福
祉
会
熱
塩
加
納
分
会

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
あ
い
づ

関
本
広
告
巧
芸

大
建
工
業
有
限
会
社

東
北
エ
レ
バ
ム
株
式
会
社

東
北
労
働
金
庫
喜
多
方
支
店

東
洋
興
産
株
式
会
社

特
殊
精
機
株
式
会
社

特
定
非
営
利
活
動
法
人
富
夢
富
夢

ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
福
島
株
式
会
社
喜
多
方
店

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
コ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
ア
モ
ル
ト
ン
株
式
会
社

羽
入
縫
製
株
式
会
社

日
章
産
業
株
式
会
社
喜
多
方
灯
油
配
送
セ
ン
タ
ー

日
吉
工
業
株
式
会
社
会
津
事
業
部

福
島
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
喜
多
方
店

福
島
日
産
自
動
車
株
式
会
社
喜
多
方
店

ふ
れ
あ
い
の
家

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
お
ぐ
ま

北
斗
印
刷
株
式
会
社　

ほ
ま
れ
酒
造
株
式
会
社

本
田
金
属
技
術
株
式
会
社
喜
多
方
事
業
部

本
間
自
動
車
工
業
有
限
会
社

ま
こ
と
食
堂

ま
つ
り
亭

丸
見
食
堂

武
藤
合
名
会
社

ヤ
マ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

ヤ
マ
ヘ
イ
分
店

や
ま
よ
株
式
会
社

有
限
会
社
ア
イ
・
テ
ィ
・
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ー

有
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会
社
旭
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ー
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会
社
お
ゝ
多

有
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会
社
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多
方
浄
化
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タ
ー

有
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喜
多
方
綜
合
衛
生
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ン
タ
ー

有
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社
塩
原
自
動
車
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業

有
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社
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丁
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屋

有
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会
社
杉
葉

有
限
会
社
高
郷
清
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有
限
会
社
中
央
ボ
デ
ー

有
限
会
社
プ
ラ
ン
ニ
ン
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ス
タ
ッ
フ

有
限
会
社
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金
商
会

有
限
会
社
物
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有
限
会
社
山
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屋
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有
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山
都
塵
芥
収
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社

有
限
会
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湯
本
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夢
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酒
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株
式
会
社

旅
館
俵
屋

〈
企
業
・
団
体
等
〉
※
五
十
音
順
・
敬
称
略
　
平
成
27
年
10
月
15
日
現
在

　　　 　　　　　　　　　　　　　喜 多 方 市 社 会 　　　　　 福 祉 協 議 会
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　　　 　　　　　　　　　　　　　喜 多 方 市 社 会 　　　　　 福 祉 協 議 会

　賛助会員会費は、子どもから高齢
者まで、各種福祉事業の貴重な財源
となるものです。
　加入につきましては、喜多方市社
会福祉協議会の本所・支所で随時お
受けいたしておりますので、皆様の
ご理解とご協力をよろしくお願いい
たします。
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元気を応援
！！

元気を応援
！！

元気を応援
！！ 　地域包括支援センターは、高齢者の方が住

みなれた地域で安心して生活できるよう総
合的に支えていくための拠点です。
　行政、介護サービス事業所、病院、警察など
関係機関と連携して困りごとの解決に努め、
地域の高齢者や家族を支えます。

お気軽にご相談ください。
TEL.0241-21-8856

あなたの街の
「喜多方市地域包括支援センター」　

喜多方市地域包括支援センターだより

“よらんしょネット”

「介護疲れ」が虐待につながることもあります「介護疲れ」が虐待につながることもあります

高齢者が安心して生活できる地域をめざして

高齢者虐待相談受付窓口 喜多方市役所 高齢福祉課 いきがい支援係　TEL.0241-24-5230
喜多方市地域包括支援センター　　　　　  TEL.0241-21-8856

　虐待というと、手をあげるなどの暴力行為が思い浮かびますが、虐待に
あたる行為はそれだけではありません。
　介護により心身ともに疲れきって、心ならずも高齢者にあたってしまうこ
ともあるかもしれません。介護をしている方が追い込まれることのないよ
う、周りが見守り、声をかけていくことが大切です。

　何かおかしいなと気づいても「家庭の問題だから」「昔から家族の仲が悪いから」と見過ごした結
果、最悪の事態を招くおそれもあります。結果として何もなければ、それに越したことはありませんの
で、高齢者虐待かどうか判断に迷う場合でも、ひとりで抱えこまずに下記の窓口にご相談ください。
相談者・通報者のプライバシーは厳守いたします。

こんなことが虐待になります
　高齢者への暴力行為以外にも、高齢者の心を傷つける言葉を投げつけることや、高齢者の世話を
放棄することなども虐待につながります。

種　　類 具　　体　　例

たたく、蹴る、やけどを負わせる、ベッドに縛りつける　など身体的虐待

心理的虐待

性的虐待 懲罰的に下半身を裸にして放置する　など

怒鳴る、意図的に無視する、子ども扱いする、排泄の失敗を嘲笑
する　など

経済的虐待
年金や預貯金を本人の意思・利益に反して使用する、本人に渡
さない　など

水分や食事を十分に与えないことで脱水症状や栄養失調状態
にある、入浴をしておらず悪臭がする　など

介護・世話の放棄・放任

　地域におけるサロン事業、世代間交流や健康づ
くり等に関する事業に対し、交付金を交付する事業
です。　
　要件や交付額は、次のとおりです。

平成27年度
傾聴ボランティア養成講座

開催しました

サ ロ ン 事 業

交 流 事 業

事 業 名項 目
高齢者ミニサロン
子育てミニサロン
世代間交流事業
福祉等に関する講座
健康づくり等講習会

基 準 ・ 要 件
5人以上10人未満
5人以上10人未満
1回10名以上参加
1回10名以上参加
1回10名以上参加

限 度 額
12,000円
12,000円
6,000円
6,000円
6,000円

年３回以上の開
催をすること

年度内において
いずれか１回の
申請が可

○申請について
　申請者は、行政区長となります。また、サロン事業と交流事業それぞれ申請することも可能です。
　詳細は、本会本所・支所までお問合せ下さい。

地域の福祉事業を支援します！！「福祉活動交付金事業」のお知らせ

　全3講受講された62
名の方には、11月に開
催します喜多方市社会
福祉大会の席上で修了
証を交付いたします。暑
い中、多くの方々にお越
しいただき本当にあり
がとうございました！

いきいき終活セミナー
「今から考える楽しい老後のススメ」
岩崎　剛士　氏

　空調設備の故障によ
り冷房が入らない中、延
べ357名の市民の皆様
に受講いただきました。

　社会福祉に対する関心と意識の向上を図るため、本年も
3回にわたり市民の皆様を対象とした「ふれあい社会福祉
講座」を開催しました。　喜多方市社会福祉協

議会では傾聴ボランティ
ア事業を行っています。
　傾聴ボランティアとは
「お話し相手」のボラン

ティアで、相手の心に寄り添い、言葉を受け止め、相手
を前向きな気持ちにするボランティアです。
　現在、市内10施設で登録ボランティア20名の方が
活躍しております。
　本会では今年度も地域福祉の更なる拡充のため
養成講座を開講しました。傾聴ボランティアに関心の
ある方や福祉関係者など延べ66名が、熱心に受講さ
れました。
　また、既に傾聴活動を行っているボランティアの方
も活動の再確認とし
て受講しました。
　今回、新たに15
名の方に修了が認
定され、代表して高
橋正男さんに、武藤
会長より修了証が
交付されました。
　今後、修了者の方々が傾聴ボランティア活動に結
びつき、喜多方市の更なる福祉向上の一翼を担って
いただければ幸いです。

「認知症の予防について」西郷　佳世　氏

　市民の皆様からは
「大変参考になった」「身
近な話題でとても良
かった」などの声が多数
寄せられました。

「なりすまし詐欺被害にあわないために」佐藤　淳子　氏
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　何かおかしいなと気づいても「家庭の問題だから」「昔から家族の仲が悪いから」と見過ごした結
果、最悪の事態を招くおそれもあります。結果として何もなければ、それに越したことはありませんの
で、高齢者虐待かどうか判断に迷う場合でも、ひとりで抱えこまずに下記の窓口にご相談ください。
相談者・通報者のプライバシーは厳守いたします。

こんなことが虐待になります
　高齢者への暴力行為以外にも、高齢者の心を傷つける言葉を投げつけることや、高齢者の世話を
放棄することなども虐待につながります。

種　　類 具　　体　　例

たたく、蹴る、やけどを負わせる、ベッドに縛りつける　など身体的虐待

心理的虐待

性的虐待 懲罰的に下半身を裸にして放置する　など

怒鳴る、意図的に無視する、子ども扱いする、排泄の失敗を嘲笑
する　など

経済的虐待
年金や預貯金を本人の意思・利益に反して使用する、本人に渡
さない　など

水分や食事を十分に与えないことで脱水症状や栄養失調状態
にある、入浴をしておらず悪臭がする　など

介護・世話の放棄・放任
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　台風18号にともなう大雨により、平成27年9月9日から11日にかけて、関東・東北地方などの広い範囲で
人的・物的被害が発生しました。
　日本赤十字社ではこの災害で被災された茨城県、栃木県及び宮城県の被災者の方々を支援するため
「平成27年台風第18号等大雨災害義援金」を受付けております。皆さまの温かいご支援をよろしくお願
いいたします。

日本赤十字社福島県支部喜多方市地区（喜多方市総合福祉センター内）
日本赤十字社福島県支部熱塩加納分区（熱塩加納保健福祉センター「夢の森」内）
日本赤十字社福島県支部塩川分区（塩川保健福祉センター「いきいきセンター」内）
日本赤十字社福島県支部山都分区（山都過疎高齢者生活福祉センター「しゃくなげホーム」内）
日本赤十字社福島県支部高郷分区（高郷高齢者生活福祉センター「かたくり荘」内）

平成27年11月30日（月）まで

「平成27年台風第18号等大雨災害義援金」の受付について「平成27年台風第18号等大雨災害義援金」の受付について

受付窓口

受付期間

所得が
減った…

ストレスで
自分が
参ってきた…

急に家族の介護が
必要になった…

生活サポートセンターからのお知らせ生活サポートセンターからのお知らせ
　このように複数の要因が連鎖すると、だれでも
生活困窮につながる可能性があります。

生活サポートセンターでは
お話を伺い、一緒に課題を整理します。

ご相談・お問い合わせは  TEL.0241－23－3231喜多方市生活サポートセンターまで  

相談は無料です。まずはお電話ください。

　喜多方市では税、保険や年金、子ども家庭などの
窓口で、生活にお困りの方が希望すれば生活サポー
ト相談の窓口につながるよう連携を図っています。

●不安や悩み、
希望などをお
聴きします。

●一緒に課題を
整理します。

まずは
ご相談
ください

●関係する制度
や窓口を案内
し、同行しま
す。
●仕事探しのお
手伝いをしま
す。

伴走支援を
します

●生活再建へ向
けて課題を整
理します。

支援計画を
一緒に
考えます

●訪問入浴サービス●
　在宅生活を送られる重度の要介護者で、ご自宅の
浴槽での入浴がむずかしい方に、移動式の浴槽を
お部屋に設置して入浴していただくサービスです。

社協だよりvol.36に掲載した料金に誤りがありました。
正しい金額を掲載し訂正いたします。

ご利用を希望される方は、担当のケアマネジャーまたは
社会福祉協議会へお問合せください。
喜多方市社会福祉協議会（訪問入浴介護事業所）

TEL 0241-23-0346

●専門スタッフがお伺いします●
　看護師と介助員あわせて3名でお伺いします。
　浴槽の設置、準備、健康チェック（血圧、体温、脈
拍）と状態観察をおこないます。
　ベッドから浴槽への移動、衣類着脱、入浴・洗身、
洗髪の介助をおこないます。

●ご利用料金（1回）●
要介護1～5までの方 1,234円
要支援の方 834円

ご自宅で安心入浴！！
　訪問入浴車が
　伺います！！　ペットボトルキャップを集めることで、世界の子ど

もたちにワクチンを贈ることができます。
　キャップ860個でワクチン1人分になります。

Ｑ1：集めたペットボトルキャップ
はどうしたらいいですか？

Ｑ2：なぜペットボトルキャップ
なのですか？

A2：子どもから大人まで誰でも身近にある
もので、小さく、集めやすいということと、材
質が均一なのでリサイクルされやすいとい
う理由からです。

Ｑ3：どうやってワクチンに変わる
のですか？

A3：集めたキャップをリサイクルメーカーに買い
取ってもらい、売却金をJCV(世界の子どもにワク
チンを日本委員会)に寄付しています。その後ユニ
セフを通して世界の国に寄付されます。

皆さんのご協力をお願いします。

A1：喜多方市社会福祉協議会で
回収しています。

社会福祉協議会は
エコキャップ運動に賛同しています。
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　台風18号にともなう大雨により、平成27年9月9日から11日にかけて、関東・東北地方などの広い範囲で
人的・物的被害が発生しました。
　日本赤十字社ではこの災害で被災された茨城県、栃木県及び宮城県の被災者の方々を支援するため
「平成27年台風第18号等大雨災害義援金」を受付けております。皆さまの温かいご支援をよろしくお願
いいたします。

日本赤十字社福島県支部喜多方市地区（喜多方市総合福祉センター内）
日本赤十字社福島県支部熱塩加納分区（熱塩加納保健福祉センター「夢の森」内）
日本赤十字社福島県支部塩川分区（塩川保健福祉センター「いきいきセンター」内）
日本赤十字社福島県支部山都分区（山都過疎高齢者生活福祉センター「しゃくなげホーム」内）
日本赤十字社福島県支部高郷分区（高郷高齢者生活福祉センター「かたくり荘」内）

平成27年11月30日（月）まで

「平成27年台風第18号等大雨災害義援金」の受付について「平成27年台風第18号等大雨災害義援金」の受付について

受付窓口

受付期間
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※きたかた社協だよりの作成経費は、福祉活動支援金・賛助会員会費及び共同募金配分金等を
　活用させていただいております。

平成２７年度在宅介護教室

《試験日》第１次試験（教養試験）
　　　　平成27年１１月２8日（土）午前８時4０分 受付開始
　　　　　　　　　　　　 　　　 午前９時30分 試験開始

第２次試験（作文・面接）第１次試験合格者
平成27年１２月17日（木）午前10時30分 受付開始
　　　　　　　  　　　　午前11時　　   試験開始

　高齢者等を在宅で介護しているご家族や、介護・福祉に関心のある方を対象に、介護方法や介護サー
ビス等に関する情報並びに介護者自身の健康管理に関する知識等を提供し、在宅介護の継続･向上や
介護予防を目的として在宅介護教室を開催します。

「男のための介護教室」　平成28年３月に開催を予定しています！
詳細は平成28年２月1日号の社協だよりに掲載いたします。

喜多方市社会福祉協議会
　本所（喜多方） TEL.0241-23-3231 熱塩加納支所 TEL.0241-36-3112
　塩川支所 TEL.0241-27-3948 山都支所 TEL.0241-38-3100
　高郷支所 TEL.0241-44-7111

《試験会場》　喜多方市総合福祉センター
《受付期間》　平成27年10月23日（金）～11月13日（金）
《受付時間》　平日の午前8時30分から午後5時15分までとします。
《受験手続》　受験申込書・受験票は次のいずれかの方法で取得してください。
　　　　　　①喜多方市社会福祉協議会ホームページに掲載の試験申込書、受験票を印刷してください
　　　　　　②喜多方市社会福祉協議会の本所・支所の窓口で来所のうえ請求してください
《郵送による受付》　平成27年11月13日（金）の消印があるものまで受付けます。
※受付期間経過後は一切受付いたしません。
※詳しくは、本会ホームページをご覧いただくか、下記にお問合せください。

応　募　資　格
（第一種普通自動車免許を取得していて、以下の条件を満たす方）

１. いずれかの資格を有する者
 ①介護支援専門員　②保健師　③看護師　④准看護師
 （①～④ともに平成28年3月31日までに資格取得見込みの者を含む）
 （①については更新手続き終了又は平成28年3月31日迄に更新終了見込みの者）

２. 昭和 41年 4月2日以降に生まれた者

介護事業職員

採 用 区 分 採用人数

若干名

喜多方市社会福祉協議会　福祉課　TEL：0241-23-3231

お知らせ

参加対象 ●これからの介護に不安を感じている方
●介護・福祉に関心のある方
●家族を在宅で介護されている方

主な内容 ●「介護に関するお金」のはなし
●「高齢者が生活しやすい住環境」のはなし

募集人員 ２０名 参 加 費 ２００円　（資料代）

申 込 み １１月２５日（水）までに本会本所・支所まで電話でお申込ください

会　　場 山都過疎高齢者生活福祉センター「しゃくなげホーム」
喜多方市山都町字北松ノ前 3144 番地　☎ ０２４１－３８－３１００

日　　程 平成27年11月28日(土)9：00～12：00

平成28年度職員募集のお知らせ平成28年度職員募集のお知らせ
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